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学校再編準備委員会（第５回総務部会） 結果概要 
 

 

■ 開催日時  令和６年１２月１０日（火） 午後７時から午後７時５０分まで 

 

■ 開催場所  合川小学校 レインボーホール 

 

■ 出 席 者  【委  員】 ９人 

 

【教育委員会事務局】 ５人 
 
参事兼教育政策課長 

教育政策課副参事兼政策推進グループリーダー 

政策推進グループ （２人） 

教育指導課副参事兼研究グループリーダー 

 

■ 傍 聴 者  ０人  

 

■ 事  項   

１ 開 会（教育政策課長挨拶） 

2 協議事項 

・校名案 児童の投票結果    資料１ 

・一次審査通過 校名案１０点  資料２ 

→資料に基づき説明。その後、質疑応答及び意見交換。 

≪質疑応答、意見交換≫ 
 
（教育委員会事務局） 

 今回の二次審査では、１２月の教育委員会定例会に提案する「新たな小学校」の校名

案を３つ程度選定していきたい。 

 

（参加者） 

 子どもたちは１人につき、３つの校名を選んだのか。 

 

（教育委員会事務局） 

 そうである。 

 

（参加者） 

 子どもたちの投票結果を尊重して、投票数が上位である「天栄小学校」や「天の川小
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学校」が良いと思う。 

 「新郡山小学校」は、郡山小学校の学校別投票率が高いため、全体の総意とは言え

ないのではないか。 

 

（参加者） 

 子どもたちの意見を尊重したい思いや、学校別投票率、地理的なイメージという視

点で、「天栄小学校」、「鈴鹿南小学校」、「鈴南小学校」が良いと思う。 

 「新郡山小学校」や「太陽小学校」は、義務教育学校にはつながりづらいと思う。 

 

（参加者） 

 義務教育学校の校名を決める際の参考とするということを踏まえ、「天栄小学校」、

南部という言葉が入っている「南部小学校」と「南部里が丘小学校」が良いと思う。 

 

（参加者） 

 子どもたちの投票率を一番大事に考えていくべきだと思う。 

 「天の川小学校」や「新郡山小学校」、「太陽小学校」は、投票数こそ多いが、学校別投

票率にばらつきがあるため、バランスの取れている「鈴鹿南小学校」、「鈴南小学校」、

「三咲小学校」が良いと思う。 

 

（参加者） 

 「鈴鹿南小学校」、「鈴南小学校」、「三咲小学校」を選んだ。 

 

（参加者） 

 投票率のバランスを重視し、「鈴鹿南小学校」、「鈴南小学校」、「三咲小学校」が良い

と思う。 

 

（参加者） 

 合川小学校での投票率が高い「天栄小学校」、「天の川小学校」、「三咲小学校」を選

んだが、仮に「天栄小学校」となった場合、義務教育学校の校名を決めていく際に、

「天栄小学校」や既存の栄小学校という校名は除外するのか。 

 

（教育委員会事務局） 

 義務教育学校の校名を決めていく際に、どのような募集要項とするかを検討してい

くことになると思うため、現時点で断言できないが、仮に、今回と同じような募集要

項で校名募集を行うとなれば、同一の校名を避けるという可能性はある。 

 今回の校名の募集に当たっては、募集要項に義務教育学校の校名を決めていく際

の参考にする旨を記載していることを踏まえ、「天栄小学校」とした方もいると思う。 

 

（参加者） 

 各校の学校別投票率が５割程度ある「天栄小学校」、各校の投票率が同程度の「鈴鹿
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南小学校」と「鈴南小学校」が良いと思う。 

 「天の川小学校」や「新郡山小学校」は、地区によって投票率に大きな差がある。 

 

（参加者） 

 子どもたちの意見を尊重したいため、「天栄小学校」、地域という視点から「太陽小

学校」、「鈴南小学校」が良いと思う。 

 「天の川小学校」と「新郡山小学校」は、投票率に地域差がある。 

 「三咲小学校」は、一次審査で協議した、南部地域を連想する校名を選定していく、

という視点から外れるので、候補に含めなくてもいいと思う。 

 

（教育委員会事務局） 

 会議の経過をまとめると、児童の意見を尊重したい、学校別の投票率が偏っていな

い方が良い、義務教育学校につながっていくような校名を選定していく等の御意見

をいただいた。 

 それらを踏まえ二次審査の結果を整理すると、「天栄小学校」、「鈴南小学校」、「鈴鹿

南小学校」の３つを選定するという事で問題ないか。 

 

（参加者） 

 （特に意見無し。） 

 

（教育委員会事務局） 

 今回の二次審査で選定した３つの校名案について、募集段階での選定理由、児童の

投票結果、これまでにいただいた部会での意見等を踏まえ、１２月２４日開催予定の

教育委員会定例会で提案させていただく。 

 「新たな小学校」の校名案が決定したら、報告したいと考えている。また、年明け以

降になるとは思うが、準備委員会だよりでも情報発信をしていきたいと考えている。 

 正式な校名の決定は、２月の定例議会で、学校設置条例の一部改正の議案が議決

されてからとなる。議案の採決があるのは、３月２５日の予定である。 

 

（参加者） 

 自治会回覧と全戸配布をしてもらっている準備委員会だよりについて、内容が同じ

だという意見が出ているため、回覧用は少し目立つようにする等、工夫してもらえ

ないか。 

 

（参加者） 

 以前に、回覧だけでは伝わっていないことも多いので、全戸配布してもらうように

頼んだという経緯がある。同じ内容でも問題ない。 

 

（教育委員会事務局） 

 現状、準備委員会だよりについては、学校再編に関する情報を少しでも多く周知で
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きればという思いもあり、自治会の方に協力していただいて、広報発行のタイミン

グで自治会回覧、全戸配布を行っており、学校を通じて、児童にも配布している。 

 

（参加者） 

 違いがわかれば、内容が同じでも問題ない。 

 

（教育委員会事務局） 

 意見として承る。 

 

（参加者） 

 記念リーフレットの作成に関して、想定しているスケジュールを教えてほしい。 

 

（教育委員会事務局） 

 令和７年の４月から、業者とやり取りを行うことを想定している。 

 変更の可能性があるという前提でも問題ないので、次回の部会開催時に、検討状

況を報告いただければと考えている。 

 

（参加者） 

 実行委員会のメンバーは決めたが、立ち上げをいつにするかという話が出ている。 

 

（教育委員会事務局） 

 メンバーが決まったのであれば、随時、協議を進めてもらえればと考えている。 

 

（参加者） 

 記念リーフレットの作成は、各校の構成案を参考にしながら進めていきたい。 

 

（参加者） 

 リーフレットや記念品の予算はどうなったのか。 

 

（教育委員会事務局） 

 予算要求中である。  

 

 

【二次審査で選定した校名案の候補一覧】 ※五十音順 

〇鈴鹿南（すずかみなみ）小学校 

〇天栄（てんえい）小学校 

〇鈴南小学校（れいなん）小学校 
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３ 次回の会議について  

・第６回総務部会の開催日は、令和７年３月４日（火）午後７時からに決定。 

 

４ 閉会 

 

 

                                                  以上 


